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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向等を踏まえ、2024年２月１日に公表した業績予想および配当予想を下記のとおり修正いた

しましたので、お知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正について 

（1）2024年３月期通期連結業績予想数値の修正（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円  

前 回 発表 予 想(Ａ) 50,000 1,200 1,650 1,150 151円10銭 

今 回 修正 予 想(Ｂ) 50,200 1,700 2,250 1,500 197円08銭 

増 減 額(Ｂ)－(Ａ) 200 500 600 350  

増 減 率(％) 0.4 41.7 36.4 30.4  

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期） 
47,433 89 466 267 35円21銭 

 

（2）2024年３月期通期個別業績予想数値の修正（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円  

前 回 発表 予 想(Ａ) 49,000 1,750 1,200 157円67銭 

今 回 修正 予 想(Ｂ) 49,000 2,200 1,500 197円08銭 

増 減 額(Ｂ)－(Ａ) 0 450 300  

増 減 率(％) 0.0 25.7 25.0  

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期） 
46,439 428 270 35円55銭 

 

（3）修正理由 

2024年３月期通期（2023年４月１日～2024年３月31日）の連結および個別の業績につきましては、連結

売上高は前回予想を若干上回る見込みとなりました。 

 利益面につきましては、玉子製品を中心に販売量が減少したものの原材料価格が安定して推移したこと

に加え、ヘルスフード事業が回復基調に転じたことや、販売量減少に伴う物流費の減少、退職給付費用の

減少影響などもあり、営業利益は前回予想を上回る見込みとなりました。 

 また、急速に円安が進行したことで、為替予約の決済差益や時価評価益が拡大し、経常利益、親会社株

主に帰属する当期純利益とも前回予想を上回る見込みとなったため、通期業績予想を修正いたします。 

  

上場会社名 株式会社 あじかん 

代 表 者 名 代表取締役 社長執行役員 足利 直純 

（コード番号：2907 東証スタンダード） 

問 合 せ 先 経営管理部長 森屋敷 登 

（ＴＥＬ：082－277－7010） 



２．配当予想の修正について 

（1）2024年３月期配当予想数値の修正 

基 準 日 
１株当たり配当金 

第２四半期末 期 末 年 間 

前 回 予 想 

（2024年２月１日公表） 
 

２０円００銭 

（普通配当 １５円００銭） 

（特別配当  ５円００銭） 

２０円００銭 

（普通配当 １５円００銭） 

（特別配当  ５円００銭） 

今 回 修 正 予 想  

２５円００銭 

（普通配当 １５円００銭） 

（特別配当 １０円００銭） 

２５円００銭 

（普通配当 １５円００銭） 

（特別配当 １０円００銭） 

当 期 実 績 ０円００銭   

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期） 
０円００銭 

１６円００銭 

（普通配当 １５円００銭） 

（記念配当  １円００銭） 

１６円００銭 

（普通配当 １５円００銭） 

（記念配当  １円００銭） 

 

（2）修正理由 

 当社では、安定的に利益を創出し、持続的な成長拡大に向けた戦略投資や企業価値向上のための諸施策

の展開に必要となる内部留保を確保するとともに、配当につきましては、自己資本配当率などを指標と

し、経営成績を勘案した成果配分とすることを基本方針としております。 

2024年３月期の期末配当金につきましては、１株当たり20円（普通配当15円＋特別配当５円）を予想し

ておりましたが、自己資本配当率の向上を視野に入れ、本日の業績予想修正による経営成績を勘案し、１

株当たり25円（普通配当15円＋特別配当10円）とさせていただく方針を、本日開催の取締役会において決

議いたしました。 

なお、本件は2024年６月開催予定の第60期定時株主総会に付議する予定です。 

 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業績は予

想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


